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これが十二月の空であらうか。風は北極に流れて行つたらしい。

この空のあをさはどうだ。

みの虫みの虫。みの虫だと思つたのはアカシヤの實の莢であつた。

みの虫みの虫、風に吹かれてみのを着たまま飛んでつたとうたつた童謠詩人を思ひだす。

家の側の坂道を子供が三輪車を走らせてゐる。その妹が後から追かける。二人ともただもうわけのわからない感興の聲を青空に投げつけながら。

私は久しぶりに落ちついてゐる。

新宿へ出かけよう。そして「燕」の特別急行券を買つて來よう。
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